来年度の製品開発計画について

1． 当社主要商品群の現状　

・　建設車両用椅子：中国との価格競争が厳しくまた出荷量大きく減少している。

· 自動車用椅子：出荷量は多いが値下げ要望厳しい。発注元は徐々に海外製にシフトしようとしている。

· パチンコ店用椅子：納期は厳しいが、利益は大きく今後の拡大が見込める。

· ベビーカー用椅子：後発であるため苦戦。新機能等の追加でシェアを上げたい。

２．来年度の生産計画について　

現状の分析結果より　

・　建設用車両椅子：新規の商品開発は凍結し、場合によっては撤退も検討する。

・　自動車用椅子：パチンコ用椅子等が主力商品として育つまでは、顧客からの値下げ要望に出来る限り対応する。　

· パチンコ用椅子：利益率が高いこともあり競合社が多数現れている。新商品開発を積極的に行い、顧客にニーズに対応していく。　

· ベビーカー用椅子：メーカーへの提案力を高めるために開発担当者および営業担当者を増員し、開発を引き続き行う。　

３．製品開発担当部門

・　引き続き製品開発室が行う

· 顧客のニーズを的確につかむため、製品開発室分室を東京営業所および名古屋営業所に設置する。

４．添付資料

・製品ごと詳細開発計画書

